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日本学術会議 に お ける家政学研究連絡委員会

　　　　　　　の 設置 とその 後の 活動

　 1．は じめ に

　 目本家政学会創設 50 周年，学会誌第 49 巻記念号発

行を心 か ら お祝い 申し上 げ ます，

　 2．日本学術会 議 に おけ る 家政学研連の 設置

　 日本 家政学 会は，第 2 次世界大戦後全国 に多 くの 新

制大学が新設 され た の を機 に ，大学 に お い て 「家政学」

の 諸分 野の 教育
・
研 究 を担 当す る教員を中心の 会員 と

して ，「大学設置基準等研究協議会家政学専門分科 会」

が 「家 政学関 係学部 の 設置基準」 に 示 した 家政学諸分

野 の 研究の 発展 と 活性化 とともに会員相互 の 連携 を期

して 創設 され た ．今か ら 50年前の 1947 年 の こ と で あ

る ．

　当峙 会員数は 約 500名 に 過 ぎなか っ たが，全国の 家

政学系大学お よ び短大 の 増加 とともに 増加 して ，ユ99S
年 の 現在で は正会 員数約 4，300名 〔学生 会員を除 く！

を越 え，最近 の 年次大会で の 砺究発表 件数 は 平均 450

件と な り， 学会誌 の 発行も年 ユ2 冊 （うち欧文誌 3 冊〉，

毎号約 100頁 で 掲載論文の 分野 は 食物領域約 40％ ，

被服領域約 30％ な ど自然科学系 の ほ か，家庭経済学，

家庭経営学，住居学，児童学，家庭 科教育学等，人文

系，社 会科学系分野等 の 論文 も次第に 増加 しつ つ 今 日

に．至 っ て い る．

　学会は 6 支部 1東北
・
北海道 ，関東，中部，関 西 ，

中国 ・四国，九州 ） を持ち，各支部 ご と に本部年会の

他 に 独 白の 支部活動を活発に竹 っ て い る．

　学会は また，学会誌の ほ か に 多くの 家政学関係 の 図

書を刊行 して い る ．さらに 国際 交流，消費者問題 な ど

の 常置委員会，家政学 と家庭科教育，家政学 の 将 来構

想，家政学に お け る 大学設置基準 の 見直 しの 問題 ，生

活環境問題，デ ータ ベ ー
ス の 問題，ヒ

ー
ブ問題な どの

特別委員会，な ら び に 各奪 門 分 野 の 16部 会 ・3 研究

委員会 を持ち，研究の 交流を深め ，研 究成果 を高 め る

こ とを目的 と して年々 シ ン ポ ジ ウ ム ・セ ミナ
ー

なと
’
を

開催 して い る ，

　こ の よ うな学会 の 発展の 過程で ，1982年 ｛昭和 57
年） に 文部 省か ら 「社 団法人」 の 許 口」

．
を得，さ ら に

1984年 （昭和 59 年）に学 会創設以 来歴代 の 会長は じ

林 雅　 子

め 会員 の 念願 で あ っ た 「H 本学術 会議」 に お い て 「家

政学」が
一

分科 となる こ と即 ち 「家政学研 究連絡委員

会の 設置」が 実現 した ．こ の 件 に つ い て は 当時 （学術

会議 第 12期） に お い て ，とくに 学術会議副会長 で あ

られた藤巻正牛先生 （東大名誉教授
・
お茶 の 水女子大

名誉教授） の ご 尽力 と，第 6 部の 研連世話担当部長 の

こ封
．
耕 先生 （広島大学名誉教授 ・名古屋 市立女子短

大学長 ） は じめ 当時の 第 6 部会員 の 諸 先生 の ご 理解 と

ご 支援 をい た だ い た 事 に 心 から感謝 申し 上 げ る次第で

あ る．

　 日本学術会議は わ が 国 の 科学者 の 内外に対す る代表

機関 として，科学 の 向 Lをはか り，行政 ・産業お よ び

国民 生活 に 科学 を反映浸透 させ る こ と を 目的 と して 昭

和 24 年 （1949年） 1 月 に 設立 された内閣総理大臣 の

所轄 の 「特別 の 機関」で ，現在 210 人 の 会員 に よ っ て

組織 さ れ て い る．会員 の 任期は 1期 3 年， 3期 まで で

ある，それぞれ の 専門分野 の研究者の 交換
・
研究 計画

の 立案 と そ の 推進に お い て 重 要な役割を果た して い る ．

　 わ が 国 に お け る 学術 団体 は 2 つ の 意味で 目本学術会

議 と密接 に 関連 して い る．

　そ の 1 つ は ，H 本学術会議の 会員 を選出する基盤 と

な っ て い る こ と．

　そ の 2 は 研究連絡 委員会 に 委員 を送 り，そ こ で の 審

議 を通 して 日本学術会議の 活動 を支 え て い る こ と，

で あ る．

　日本学術 会議 の 構成 は 人文 ・社会科学部門 と自然科

学部門 と か ら成 り，第 1部か ら第 7部 まで に 構成 され

て い る ．第 1部 は，文学 ・哲学
・
教育学 ・心理学 ・社

会学 ・史学 で定員 は 3］人 で ある．第 2 部は，法律学 ・

政治学 で定員 は 26人，第 3 部は経済学 t商学 ・経 営

学 で 定 員 は 26 人，第 4 部は 理学 で 定員 は 31 人 ， 第 5

部は」二学で 定員は 33 入，第 6 部 は 農学 で 定 員は 30 人

〔家政学は第 6 部 に 所属〕，第7 部 は 医学 ・歯学
・
薬 学

で 定 員 は 33人，こ れ らの 全体の 定員数が 210 人 で あ

る．

　 こ れ ら 210 人 の 会 員は ，現在全国で 登録 され て い る

学術研究団体 ］，　069に 所属す る約 640，　000人 の 研究者
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日本学術 会議 に お け る 家政 学研究連 絡委員会の 設 置 とそ の 後の 活動

の 中か ら推薦 され る ．また，学術会議 の 研連の 総数は

180，研 連委員の 総数は 2，370人で ある ．

　わ が 国に お け る 各学術 団 体の 会員 数 は 平均で 約

2，500人であ る．分 野別 に み れ ば 人文科学 系で は 700−−

1，000人 で，工 学 ・医学系で 4，000入，理 学 ・農学系

表 1，家政学 研究 連絡 委員会 の 登 録学協会 （第 13〜

　　　15期 ）

期　学協会数 学協会名

133
  日本 家 政 学 会．  日本繊 維製 品 消費

科学会，家庭科教育学会

｝44

  日本家 政 学会，  日 本繊継製品消費

科学会，日本調理科学会，日本家庭科教

育学会

158

  日本 家 政 学 会．  日本 繊 維 製 品 消 費

科 学 会，H 木 調 理 科 学 会，日本 家 庭 科 教

育学会，国際服飾学会，円本服飾学会．

日 本消費者教育学会，生 活経済学会

で はそ の 中間の 規模で ある．人文科学部門の 学術団体

に は 大規模 な団体は ほ と ん どな い が，自然科学部門に

は 数万 入規模 の 団体が 専門 分野 の 各専門 領域 ご とに い

くつ か存在する もの もある．また，学術 団体 の 約 20

％ が 法人 で あ る．こ れ ら の 設置時期 は，多くは第 2 次

大戦終了後で
， 名称変更も現在 まで に か な り活発に行

わ れ て い る．

　3 ．「家研連」の活動

　「家研 連」の 活動に つ い て は †．と して 筆者が 委員長

を つ と め た 第 13期 （昭和 60 年 7 月 〜63 年 7 月） か

ら第 15期 （平成 3 年 7 月〜6 年 7 月）の 3 期 を中心

に 主 な項 目 に つ い て 述 べ る，まず第 13，14，15 期 の

家研連へ の 登録学術団体，お よ び 家研連委員 は 表 1，

2 の 通 りで あ る ．

　（1） 「目本 の 学術 研究 動 向S
°，

（昭和 63 年 4 月刊 ）

　 　 　 に つ い て

　 日本学術 会議第 3 常置委員会が 「創造性豊かな基礎

研 究 の 推進 と諸科学 の 整 合的発展」を主 目的 に 掲 げ ，

表 2 ．家 政学研 究連絡委 員会委員 （定員 10 名） （第 13　一一15 期）

定 員 10名 第 13期 第 14期 　　　　　　 第 15期
　　 一．．

ヨ 氏名　　　　　　 所 属 氏名　　　　　　所属 氏 名　　　　　　所 属

会長　
！
◎林　　雅子　文化女子大 （家政 ｝ ◎ 林 　　 雅 子　文化女壬大 （家政 ） ◎ 林　　雅 子　文 化 女 子 大 （家 政 ）

教 授 教 授 教授

委員 石 毛 フ ミ子　 上 越 教 育 大 （教 育 ｝ 束　　 修 三　帝 岡 女 子大 （家 政 ） 今 井 　 光 映　 金 城 学 院 大 （家 政 ｝

教授 教授 教 授

〃 松島 丁
・
代野 　共立女子大 （家政） 石 川　欣造　文化女子大 （家政） 伊東　清枝　稲洋女子大

教授 教授 （文家政）教授

ク 上 林　博雄　大阪工 大教授 伊東　清枝　和洋女子大 三 束　純子　横浜国立 大 （教育）

〃 ○杉田　浩
一
　 昭 和女子大 隊 政） 〔文家政〉 教授 教授

教授 遠藤　金次　奈良女子大 ｛家政〕 O 酒井　豊子　放送大学 （教養）

ウ 津守　　眞　愛育養 護 学 校校 長 教 授 教授

ク ○ 中 濱 　 信 丁
．
　 目本 女 了

．
大 〔家 政 ） ○ 酒 井　 豊 子　 放 送 大 学 教 授 ○ 杉 田　 浩

一
　 昭 和 女 子 大 （家 政 ）

教 授 ○ 杉 田　 浩
一一

　 昭 和 女 子 大 ｛家 政 ， 教授

ク 不 破　英 次　大阪 市 立 大 教 授 千 羽 喜代 子　大妻女子 大 （家政 ）

（生 活 科 学 ） 教 授 竹 中 は る子 　 日本 女 子 大 〔家 政 ｝ 教授

ケ 矢部 　章彦　放 送 大学 教擾 教 授 松島千 代 野　 共立 女子 大 （家政 ｝

ウ 宮川　　 満　羽 衣学 園 短大学 長 千 羽 喜代 了
・

大妻女 了
一
大 〔家政 ） 教 授

教 授 東 　 　 修 r 　 帝 国 女 子 大 学 長

松 島 丁
．
代野 　 共 立 女 子 大 （家 政 ） 梁 瀬　度 子　奈良女子 大 ｛家政 ）

教 授 教 授

古 松 　 藤 子 　 大妻 女 子 大 （家 政 〉

教 授

◎委員長，O 幹事．
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日本家政 学 会誌 　Vol．49　No，　i　q998 ・

「学術 の 総 含的分析 と 長期研究計画i を サ プ テ
ー

マ と

して行 っ た会員 ・研究連絡委員会委員約 2．OOO 人お よ

び登録学術研究団体等の 約 840団体 を対 象に 実施 した

ア ン ケ
ー

ト調査結果を資料 とした もの で あ る，各研連

は それぞれ の 関係分野の 現状分析を行 っ た．さ ら に そ

れ ら の 資料を某 礎 に して 雪．門分野 ご と に 執筆 した，

　総括 して 今 後 の 日本学術 会議 に お い て 21 匿紀 に向

け て の 望 ま しい 科学 の あ り方を各研究分野 に つ い て 検

討 し，また総合的な科学施策に指針 を与 えるため に 必

要 な基本資料 と な り得 る もの と考え る ．

　 こ こ で 家政学研連に お い て は，工研究 テ ーマ の 動

向，Z 研 究活動 の 現状 ，き国際 的 に み た H 本 の 学術

研 究，．；f 学術研 究 の 推進 の た め に，の 各項 fiに つ い

て ま とめ て あ る ，

　 なお ア ン ク
．・一

ト調査 の 集計 結果は付属資料 と L て 掲

載 され て い る，

　（2） 家政学に お け る大学教育充実 の た め の 指 針 に つ

　 　 　 い て

　第 2次大戦後に 創設 された家政学系の 大学 ・短期大

学 に おける教育 ・研究は，今日 まで の 家政 学の 発 展 に

大きな役割を果 た して 来たが T 急激な技術 革新 や 国際

化．情報化 に 伴 う社 会情勢 の 変化 に よ  1，人 々 の 生活

環境 も大きく変 わ っ た．生活 の 質的変化の 広 が りに 伴

い 生 活意識や 価疸観も著 しい 多様化が 進ん で い る ，こ

れ に加えて 複合領域 の 学問 分野 の 発展 も著 しい ．

　 凵 本家政学会 は 日本 学術会議 の 依頼を受け 、「大学

設置基準 に 関す る特 別委員会1を設置 し，学会員は ⊃

め 関 係各学会員 に よ る 広汎 な ア ン ケー ト，ヒ ヤ リ ン グ，

取材 調査等を昭和 62年 度 一平成 2 年度 に わた り調査

し報告書 を作成 した．こ れ らは平成 3 年 3 月 ユ 日，掌

術会議家政 学研連の 対外報出
・
として 公表 され た．同時

に 「目 本家 政 学会誌」
’ ！

に も詳細 が 掲載 され，学 会 と

して も独 自に 関係方面 へ の 周知徹底を は か りつ つ あ り，

新 しい 家政学系大学．短期丿く学の 改組 や 充実 の 指針 と

して 広 く活用 され て い る．

　〔3） 国際交流関係の 活動に つ い て

　 家政 学 に お け る 国 際 交 流 は まず 国際 家政 学 会

qFHE ．　玉ntern ヨtionaL　Federation 　for　Hoine　Ec〔｝
−

110mjcs ・．ア シ ア 地 区家 政 学会 1：ARAHE ，　 Aslall　 Re −

9〔⊃i】ial　ASSOCiation　for　Home 　Economics）があ り，多

くの 会員が それ ぞれ の 研究活動 に参加 して い る ，また

韓国と の 間に は，目韓，韓日 と 開催国 を交互 に持 っ て

3 年ご とに セ ミナ ーを開催 して い る．IFHE は 4 年ご

と に 世界 各地 で 国際会議 を開催 し て い る が ，1994年

に は家研連 を代表 して 内藤道子氏 （lk梨大学 教授 ）が

出 席さ れ た，ARAHE の 設立 は 1983 年 で ，第 1 回 は

冂本 で 開催 され た ．当時，日本家政学会理 事で ［FHE

副 会長松島千代野氏 （第 13，14期家研 連委員．元共

立女 了
一
大学教授 ） が 初代 の 会長 と な り，中心 的役割を

果 た した，1995年 ジ ャ カ ル タ で 開催 され た ARABE

の 大 会 に は第 16期家研連委員岩崎芳枝氏 （郡 1］1女 了
・

た学教授） が H 本代表 と して 出席 され て い る ．

　以 上家研連 の 第 13・− 15期 の 活動の うち 2 − 3 を述 べ

たが，以 後第 16− 17期に つ い て は 月刊雑 誌 「学術 の

動向
一JSC ニ ユ

ー
ス 9 に つ い て 紹 介 し，購 読 をおす

す め し た い ．月刊 雑 誌 「学 術 の 動 向，JSC 二 一L 一

ス 」
li

は 1996 年 4 月 か ら 凵 本学術会議の 全面 的な協

力 の もとに学術協力財団か ら発刊 され て い る ，それ ま

で ぱ 学術会議の 内部的情 報 メ デ ィ ア と して 「日本学術

会議月報」が発行 され て い たが，こ れ に代わ っ て 発行

され た もの で ある．第 16 期は編 集委員の お 1 人 と し

て ，また 第 17 期は 編 集委員長 と して 第 6 部 会員島田

淳子氏（家研連委員長 ｝ が編集 に たず さわ っ て お られ

る ．月 々 の 学術会議 0）動 き，研連 の 活動，諸 外国 の 学

術事情や 女性科学研究者の 問題 な ど，また会員，研連

委員 で 各方面 で 活躍 して い る カ 々 の 記事 な ど内容 が 豊

富 で ，学会員 の 方 々 に ぜ ひ お読み い ただきた い もの で

あ る ，

ザ

『日 本 の 学術 研 究 動 向亅，H 本学術会議第 3 常置委員会

　 i昭 和 53 年 4 月刊 ｝，
＋
／
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